
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８号 

令和元年 12 月 25 日 発行 

伊
藤 

奈
都
美
（
１
年
・
化
学
）
「
身
近
な

こ
と
に
も
科
学
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
一
日
目
し
か
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。」 

竹
内 

悠
莉
（
１
年
・
情
報
）
「
科
学
の
甲

子
園
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
問
題
を
解
く

こ
と
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
対
し
て
興
味

が
湧
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。」 

 

芦
川 

真
隆
（
２
年
・
物
理
）
「
こ
の
大

会
で
は
い
つ
も
、
理
科
で
習
っ
た
こ
と

と
実
生
活
と
の
深
い
か
か
わ
り
に
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
学
校
で
習
っ
た

ば
か
り
の
内
容
が
出
た
の
で
、
全
問
解

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」 

菱
田 

直
人
（
２
年
・
数
学
）
「
今
回
の

経
験
は
私
に
と
っ
て
刺
激
的
な
も
の
だ

っ
た
。
私
は
数
学
の
問
題
を
解
い
た
が
、

難
し
す
ぎ
て
手
も
足
も
で
な
い
と
感
じ

た
。
し
か
し
、
一
方
で
世
の
中
に
は
難
問

を
楽
々
解
け
る
よ
う
な
頭
の
良
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
実
感
し
、
勉
強
の
意

欲
を
奮
い
立
た
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
を

糧
に
大
学
受
験
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
。」 

森
島 

章
斗
（
２
年
・
地
学
）
「
筆
記
の

分
野
と
い
っ
た
普
段
行
う
分
野
だ
け
で

な
く
、
実
技
分
野
と
い
っ
た
よ
り
思
考

力
を
試
さ
れ
る
分
野
も
あ
り
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」 

林 

悠
（
２
年
・
生
物
）
「
え
っ
、
な
ん

じ
ゃ
こ
り
ゃ
。
全
然
分
か
ら
な
い
。
と
い

う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
と
り
あ
え

ず
埋
め
る
だ
け
埋
め
よ
う
と
思
い
、
努

力
は
し
ま
し
た
。
相
当
や
ら
か
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
ね
。」 

市
村 

彪
（
２
年
・
化
学
）「
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
協
力

し
て
、
複
雑
な
問
題
を
解
く
こ
と
に
と
て
も
達
成
感
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
柔
軟
な
思
考
を
身
に
付
け
た

い
で
す
。」 

岩
谷 

圭
樹
（
２
年
・
物
理
）「
一
問
一
問
に

物
理
学
の
本
質
的
な
理
解
が
必
要
と
な
り

定
期
テ
ス
ト
と
は
違
う
お
も
し
ろ
さ
が
あ

り
ま
し
た
。」 

廣
田 

健
（
２
年
・
生
物
）
「
問
題
を
見
た

と
き
は
絶
対
に
解
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
協
力
も

あ
っ
て
な
ん
と
か
解
く
こ
と
が
で
き
て
、

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
た
の
で
嬉
し
か
っ
た

で
す
。」 

東
江 

萌
花
（
１
年
・
情
報
）
「
一
日
目
の

筆
記
テ
ス
ト
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

問
題
を
解
き
ま
し
た
。
今
ま
で
解
い
た
と

こ
ろ
の
な
い
問
題
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
勉
強
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」 

中
澤 

眸
（
２
年
・
数
学
）「
筆
記
の
問

題
が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
特
に

実
技
で
は
他
校
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

感
じ
、
と
て
も
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。」 

澁
木 

麻
優
（
２
年
・
化
学
、
数
学
）

「
化
学
の
問
題
は
全
く
み
た
こ
と
の

な
い
タ
イ
プ
の
問
題
だ
っ
た
の
で
、
化

学
で
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
な

と
解
き
な
が
ら
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。」 

本
澤 

龍
紀
（
１
年
・
生
物
）「
科
学
の

甲
子
園
。
こ
れ
に
挑
む
こ
と
は
決
し
て

一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
協
力
し
、
伝
え

合
い
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
中
で
僕
は
少

し
大
人
に
近
づ
け
た
気
が
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。」 

竹
川 

空
杜
（
１
年
・
生
物
、
地
学
）「
二

日
目
に
実
施
さ
れ
た
実
技
が
特
に
顕
著

だ
っ
た
が
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は
体

験
で
き
な
い
、「
科
学
的
な
思
考
」
が
正

面
か
ら
試
さ
れ
る
競
技
だ
っ
た
の
で
、

自
分
で
考
え
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か

が
身
に
染
み
て
分
か
っ
た
。」 

高
橋 

佑
月
（
１
年
・
生
物
）
「
昔
か
ら
理

科
は
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
学
校
の
代

表
に
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
じ
め
は

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
二
日
に
わ
か
れ
て

い
て
筆
記
だ
け
で
な
く
実
技
も
あ
り
、
深

く
科
学
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。」 

山
口 

伊
於
（
１
年
・
生
物
）
「
初
め
は
何

を
す
る
か
も
わ
か
ら
ず
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
の
皆
と
力
を
合
わ
せ
て
問

題
を
解
い
て
い
く
こ
と
は
楽
し
く
と
て
も

や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
互
い
の
得
意

不
得
意
を
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
、
や
り
と
げ

る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。」 

巽 

直
彦
（
監
督
）「
筆
記
試
験
や
実
技
試

験
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
で
分
担
し
た
役

割
を
果
た
し
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

協
力
し
た
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
先
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
生
か
し
て
い
け
る
も
の
で

す
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」 

角
野 

文
彦
（
監
督
）「
他
校
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
実
技
試
験
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
良
い
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、
来
年
は
さ
ら
に
上
位
入
賞
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。」 

  

」 

 

先
日
行
わ
れ
た
科
学
の
甲
子
園 

神
奈
川
県
大
会
に
、
多
摩
高
校
は
２
チ
ー

ム
で
参
加
し
た
。
十
月
二
十
日
（
日
）
に
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
亀
井
野
庁
舎

で
筆
記
試
験
、
十
一
月
十
日
（
日
）
に
横
浜
国
立
大
学
で
実
技
試
験
を
実
施
。

筆
記
試
験
で
は
数
学
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
、
情
報
の
分
野
か
ら
の
出

題
を
手
分
け
し
て
解
き
、
実
技
試
験
で
は
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
を
再
現

し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
と
「
は
や
ぶ
さ
」
を
制
作
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
試
験
に
挑
ん
だ
多
摩
高
生
は
、
１
チ
ー
ム
が

４
位
に
入
賞
し
た
。
ち
な
み
に
１
位
は
横
浜
翠
嵐
高
校
、
２
位
と
３
位
は
栄

光
学
園
高
校
で
あ
っ
た
。 

 

 

実技試験の前々日、探査機の形を探究しているときの様子 

一日目、筆記試験前の様子 

一日目終了。会場の総合教育センター亀井野庁舎にて 

二日目の実技試験にて。探査機を試験的に

飛ばしてみるときの様子 

二日目の実技試験終了後、会場の横浜国立大学にて 

科学の甲子園 神奈川県大会 ４位！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Title  ドッジボールにおいて着衣の認知に基づく色と攻撃性の関係（1-1 渡邊、佐藤、笹田、仁科） 

 

Abstract 「着衣の認知」と呼ばれる現象が、団体競技において個人競技と同様に生じるのかをドッジボ

ールを行って実験したところ、赤色のビブスを着た側が青色のビブスを着た側よりも攻撃性が高まるわけで

はないことが確認できた。（1-7 曾我部、竹内、橋本さ、橋本蘭） 

Introduction 

着衣の認知と呼ばれる現象が A.Galinsky（2012）により提唱された。Hill & Barton（2005）

によれば、アテネオリンピックの４つの種目（ボクシング、テコンドー、レスリング・グレコ

ローマン、レスリング・フリースタイル）にて、赤色のユニフォームを着た選手が青色のユニ

フォームを着た選手に対して有意に勝率が高かった。また、加藤（2017）では、ボクシングの

シナリオを想定し、質問紙に対する回答やサンドバッグを叩く回数などを調べた実験により、

青色のユニフォームを着ることで攻撃性が抑制されることが示された。 

本研究では、色の異なるユニフォームを着た者同士で団体競技を行った際に、同様に結果の

違いが生じるのかを調べることを目的とした。種目は、実施体験者が多く、攻撃性が反映され

やすい球技であるドッジボールとした。過去の研究結果から、赤色のユニフォームを着用した

側が青色のユニフォームを着用する側よりも勝率が高くなると仮説を立て、競技を実施した。 

Methods 

被験者は高校１年生 279 名であり、男女（男子 151 名、女子 128 名）に分けて室内でドッ

ジボールを行った。競技は１つのチームが同じ対戦相手とユニフォームの色を変えて計２試合

を行うように設定した。１チームの内野の人数を 14 人とし、残った人数を外野に配置した。

ボールに当たった人は外野に出ることにしたが、外野から当てた人は、たとえ内野の人にボー

ルを当てたとしても内野には戻らないことにした。５分間の試合を行い、各試合の残った人数

を記録して、当てた人数を算出することにした。また、被験者に対しては競技がすべて終了す

るまで、実験の目的は明かさないこととした。 

Results 

 Table1 について、赤色を着用した組の勝利数は 6 回、青色を着用した組の勝利数は 8 回で

あった。Table2 について、赤色を着用した組の勝利数は 5 回、青色を着用した組の勝利数は

9 回であった。Table1 の赤色を着用してあてた数の合計は 94、青色を着用してあてた数の合

計は 113，Table2 の赤色を着用してあてた数の合計は 84，青色を着用してあてた数の合計は

101 であった。赤色を着用したときと青色を着用したときに有意な差が得られるのかを、t 検

定を行い、有意水準 0.1 で棄却できるかを調べたところ、t=0.31 となり、有意な差は見られな

かった。（1-4、森、別府、桂島） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Discussion 

 赤色や青色のユニフォームは被験者に心理的影響を及ぼさなかったため、このような結果に

なったと考えられる。試合ごとに分けてみると、それぞれのクラスで勝率が偏っている。つま

り、この実験では、各クラスのドッジボールにおける実力で勝負が決定したのではないかと考

えられる。（1-4,小野寺、前原、牧野、森崎） 

ビブスの色に関係なく、強いチームが存在していたことも考えられるので、同じ程度の運動

能力を持った人を集めてチームを作ると正確なデータが集まると考えらえる。（1-5,青柳、浅

田、井上、内海、河内） 

 「ビブスなし vs ビブスなし」の対戦が必要と考えた。ビブスが勝敗や当てた人数にどのよ

うな影響を及ぼすのかがわかる。（1-5,石川、片岡、金森、亀ヶ谷、田中） 

Conclusion 

 今回、ドッジボールを行うことで着衣の認知の仮説を実証しようとしたが、証明するにはい

たらなかった。団体競技では、赤色のユニフォームを着用した側が青色のユニフォームを着用

した側よりも勝率が高くなるとはいえない。今回はドッジボールのみでの実験だったので、他

の団体競技でも同様の実験を行うことで、より確証を得ていきたい。（1-5 藤岡、村上、島倉） 

 『団体競技では、相手が赤色のビブスを着用していると攻撃性が上がる』という可能性も示

されたといえる。団体競技と個人競技で着衣が及ぼす影響について確かめる必要があるといえ

るだろう。（1-1 渡邊、佐藤、笹田、仁科） 
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第８号 

赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青

1試合 1組 2組 1 7

2試合 3組 4組 8 4

3試合 5組 6組 6 4

4試合 7組 1組 5 14

5試合 2組 3組 5 13

6試合 4組 5組 5 4

7試合 6組 7組 2 14

8試合 2組 1組 9 7

9試合 4組 3組 7 4

10試合 6組 5組 8 5

11試合 1組 7組 4 14

12試合 3組 2組 10 11

13試合 5組 4組 12 5

14試合 7組 6組 9 11

13 6 12 17 18 21 9 16 11 12 7 13 25 28

コート①　男子 着用したユニフォームと、ボールを当てた人数

対戦

7組6組5組4組3組1組 2組

Table1 メラーキドッジボールの結果（男子） 

赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青 赤 青

1試合 4組 5組 9 2

2試合 6組 7組 5 3

3試合 1組 2組 5 6

4試合 3組 4組 10 6

5試合 5組 6組 2 9

6試合 7組 1組 1 11

7試合 2組 3組 6 5

8試合 5組 4組 6 8

9試合 7組 6組 8 5

10試合 2組 1組 11 6

11試合 4組 3組 11 7

12試合 6組 5組 5 9

13試合 1組 7組 11 7

14試合 3組 2組 4 7

12 16 10 12 16 17 12 16 7 10 17 14 10 16

コート②　女子 着用したユニフォームと、ボールを当てた人数

着用した
ユニフォームの色

対戦

6組 7組1組 2組 3組 4組 5組

Table2 メラーキドッジボールの結果（女子） 

メラーキドッジボール大会が 11 月 5 日(火)、11 月 7 日(木)の 2 回にわたり実施されました。優勝は、

男子が 7 組、女子が 6 組でしたが、その本当の目的は『着衣の認知』に関する探究活動なのでした。 

後日のメラーキ(12/12 )で大会の詳細を知り、Results，Discussion，Conclusion，Abstract，Title を考

えました。各グループで考えた内容を組合せたところ、１つの論文ができましたので、ご覧ください。 

メラーキ ゆるキャラ コンテスト！ ご応募ありがとうございました！ 

  

左から「meraking」、「デメーキ」、「めるあきくん」、「メニャーキ博士」、「メラ

のすけ」といいます。他にもたくさんの応募がありました。投票につきましては

後日お伝えします。 


